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　このたび、南都銀行は、南都銀行グループの経営戦略や目指している
未来について、ステークホルダーの皆さまに、より一層の理解を深めて
いただくため、従来ディスクロージャー誌として作成していた「南都銀行
レポート」を一新し、統合報告書「なんとレポート」として発行することと
いたしました。
　生産年齢人口の減少やテクノロジーの急速な進歩に伴う厳しい経営
環境の中、南都銀行グループはその存在意義自体が問われる状況に 
あります。
　こうした現実から目をそらさずに、南都銀行グループの強みや社会 
課題への向き合い方を踏まえた目指す姿、そしてそこにたどり着く 
道筋を示すことは、ステークホルダーの皆さまに対する重要な説明 
責任の一つと考えています。
　また、本報告書は南都銀行グループの価値の根源である職員と役員 
とのコミュニケーションのための重要なツールとしても活用したいと 
考えています。

2020年7月

統合報告書「なんとレポート」
発行にあたり
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編集方針
　この統合報告書は、南都銀行グループの中長期的に 
持続可能な価値を創造していくプロセスについての理解 
を深めていただくため、国際統合報告評議会（IIRC）の 

「国際統合報告フレームワーク」を参考に編集しました。
　本年度は、2019年12月に公表した経営計画「なんと
ミッションと10年後に目指すゴール」で取組むべき経営 
課題と具体的な施策について、非財務情報を中心に簡潔
に説明しています。
　具体的には、南都銀行グループのビジネスに影響を
与える要因、リスクと機会、ステークホルダーにとっての 
価値を生み出す方法などをステークホルダー代表として
広報担当がインタビューを行いながら作成しました。
　なお、本報告書は、南都銀行グループの価値創造に
とって特に重要性の高い情報を簡潔にまとめました。詳細
な財務情報については「2020 DISCLOSURE 南都銀行 
レポート（資料編）」で開示していますので、ご参照ください。

取締役副頭取執行役員	 石田  諭
(代表取締役)

取締役専務執行役員	 西川  惠造
(代表取締役)

取締役常務執行役員	 中室  和臣

取締役常務執行役員	 横谷  和也
取締役常務執行役員	 和田  悟
営業推進本部長

取締役	 北村  又左衞門
取締役	 松坂  英孝
取締役	 青木  周平

監査役（常勤）	 箕輪  尚起
監査役（常勤）	 半田  隆雄
監査役	 倉橋  孝壽
監査役	 三石  基

南都銀行 統合報告書「なんとレポート」 2020



20 実行する力

10 事業環境

16 事業戦略 34 財務・会社情報／株主の状況

	20	 IT戦略
22	 人材戦略
26	 ｢ゴールを目指す」南都銀行グループの
	 	 多様な人材 + 数字で知る南都銀行

	10	 奈良県の課題

	14	 人が集まる（来る・働く・住む）奈良

	16	 ｢なんとメソッド」の確立

	18	 コスト・リソースの最適化

発行時期
2020年7月

将来に対する予測等に関する注意事項
本報告書には、南都銀行グループの事業戦略及び財務状況について将来の見通しに 
関する予測と記述が含まれています。これらの予測と記述は、将来発生する事象に依存 
するためリスクと不確実性が含まれています。したがって、実際の結果は南都銀行グループ
の見通しとは大きく異なる可能性があることをご承知ください。

対象範囲
南都銀行グループの経営戦略、ビジネスモデル、事業状況、ステークホルダー、重要な 
リスクと機会、実績と見通し、ガバナンスに関する重要な情報を対象範囲としています。

対象期間
2019年4月1日～2020年3月31日

「なんとレポート」の歩き方
国 際 統 合 報 告 評 議 会（IIRC）の 国 際 統 合 報 告フレーム 
ワークが提唱する8つの内容要素をアイコン化して南都銀行 
グループの姿をより深くご理解いただけるようにしました。

組織概要と外部環境
どのような環境において事業を営むのか

ガバナンス
ガバナンス構造はどのように組織の短・中・長期の価値創造能
力を担保するのか

ビジネスモデル
ビジネスモデルはなにか、どの程度の耐性があるか

リスクと機会
短・中・長期の価値創造能力に影響を及ぼす具体的なリスクと
機会、それらへの取組み

戦略と資源配分
どこへ向かおうとしているのか、どのようにそのゴールへ
たどり着くのか

実績
戦略目標をどの程度達成したか、資本への影響に関する
成果物とはなにか

見通し
戦略遂行に際しての課題、不確実性と、ビジネスモデルや
将来業績に与える影響

作成と表示の基礎
報告書記載事項をどのように定量化または評価し、決定したか

作成と
表示の基礎

28 支える力

	28	 リスクマネジメント
30	 コーポレートガバナンス
32	 役員紹介
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南都銀行とは
南都銀行紹介

貸出金	 （単位：億円）

個人向けローン	 （単位：億円）

預金	 （単位：億円）

事業性融資	 （単位：億円）
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1934年6月１日
株式会社六十八銀行、株式会社吉野銀行、株式会社八木銀行および
株式会社御所銀行が合併し、株式会社南都銀行が設立されました。

南都銀行は、奈良県およびその周辺地域を主な事業基盤とし、銀行
業務（預金・貸出・為替等）だけでなく、南都銀行グループとして、リー
ス・信託・証券・コンサルティングなどの総合金融サービスを展開し
ています。

2020年３月末時点での預金量は５兆円と全国の地方銀行64行の
中、20位であり、奈良県内では預金・貸出金とも50%近いシェアを
持っています。

南都銀行プロフィール（2020年3月31日現在）

創立：	 1934年6月1日

本店所在地：	 奈良市橋本町16番地

資本金：	 379億2,415万円

ホームページURL：	 https://www.nantobank.co.jp/

奈良県内シェア
預金

信金
17.9%

地銀
3.8%

都銀
26.3%

信託
2.6%

49.1%
南都銀行

貸出金

信金
20.4%

地銀
9.3%

都銀
20.4%

信託
0.0%

49.7%
南都銀行

地域※向け貸出金残高と府県別比率地域※の預金残高と府県別比率

和歌山県 3.37%
1,015億円

京都府 9.16%
2,756億円

大阪府・兵庫県
29.16%
8,775億円

三重県 0.71%
215億円

57.5%
17,328億円

奈良県

和歌山県 3.57%
1,794億円

京都府 7.06%
3,543億円

大阪府・兵庫県
6.38%
3,202億円

三重県 1.48%
744億円

81.4%
40,862億円

奈良県

（2020年3月末現在：銀行・県内信用金庫＜ゆうちょ銀行・農協等を除く＞を対象としています。）

※地域の定義
南都銀行は、奈良県および大阪府、兵庫県、京都府、和歌山県、三重県の６府県を地元営業地域として営業基盤を拡大しつつ、長年にわたり地域に密着し経済活動を支援しています。
地域とは、この地元営業地域のことをさします。

組織概要と
外部環境

実績
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目指す姿
トップメッセージ

活力創造No.1グループへ

金融機関を取り巻く経営環境の変化は早く、持続可能な経営の実現に向けてビジネスモデルの変革が求められている中、
南都銀行は、地域の発展に尽くし、信頼され親しまれる魅力的な銀行、つまりは活力創造銀行として、
地域の発展に欠かせない存在となる必要性を痛切に感じています。
昨年12月に、南都銀行グループは、金融仲介機能・コンサルティング機能の発揮によって、
地域の発展を目指す経営計画「なんとミッションと１０年後に目指すゴール」を発表しました。
今回、統合報告書を通じて、株主さま、お客さまをはじめとする全てのステークホルダーの皆さまに、
南都銀行グループが目指すゴールについて、またゴール達成への決意についてお伝えします。

地域の
発展

活力
創造人材の
創出

収益性の
向上

奈良県GDP
約3,500億円

増加

経営人材※3

創出数
350人
ROA
0.35％
以上

顧客向けサービス
損益黒字化

OHR※1
70%未満
ROA

0.25%以上
活力創造に関わる
資格※2保有者数
1,000人

個々の
お客さまへの
深耕戦略

チャネル戦略

お客さま
アプローチの
高度化戦略

人材戦略

地域課題
解決の

事業化戦略
市場運用戦略

事業戦略

なんとミッション 5年後の中間目標 10年後に目指すゴール6つの戦略

基盤戦略

※１ 預金・貸出金・有価証券などの利息収入である「資金利益」、手数料等の収支である「役務取引等利益」、それ以外の業務の収支である「その他業務利益」を合計した利益から、国債等債券
損益を控除した利益に対する経費の割合

※２ 応用情報技術者、中小企業診断士、宅建、ＦＰ１級、簿記２級およびそれらと同等以上の資格
※３ 地域のお客さまと経営意思決定をご一緒できる人材

■「なんとミッションと10年後に目指すゴール」

取締役頭取（代表取締役）
橋本 隆史
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なんとミッション  目指す未来
経営計画「なんとミッションと10年後に目指すゴール」の背景
　2014年に「活力創造プラン」として10年間の経営計画を策
定し、営業の強化と人件費や物件費の削減に努めてきました
が、マイナス金利の導入や相次ぐ異業種による金融業参入等
により、南都銀行を取り巻く環境は預金と貸出を中心とした 
ビジネスモデルだけでは安定的に収益を上げることが難しい
状況です。
　南都銀行の収益を持続的に維持・向上させるには地域経
済の発展が必要不可欠です。地元奈良県の発展なくして南都 
銀行の発展はなく、南都銀行が主体的に地域経済の課題解決
に取組み、地域の発展に貢献することで、結果、奈良県のGDP
を底上げできると考えています。
　持続的な経営を実現するために、従来からの経営ビジョンで
ある「活力創造銀行」を軸としつつ、改めて今後10年間の経営
計画「なんとミッションと10年後に目指すゴール」を2019年12月
に策定し、「なんとミッション」を「地域を発展させる」「活力創造
人材を生み出す」「収益性を向上させる」の3つに定めました。
目指す姿
　南都銀行グループは、10年後に活力創造No.1グループを
目指します。この活力創造No.1グループとは、ジブンゴトと 
して地域のお客さまの不安や心配を解消・解決し、最も地域の
活力を創造するグループです。
　また活力創造No.1グループになることを概念や言葉だけに 
留めるのではなく、「奈良県のGDP10％増加」を目標として 
掲げました。
　奈良県のＧＤＰは、生産年齢人口の減少による地域経済の 
縮小や観光事業の伸び悩みなどにより、10年前と比べて3.5％
減少しており、この目標は簡単なことではありません。しかし、
奈良県の発展は地方銀行である南都銀行が果たすべき使命で
ある、という強い決意を示したものです。
　これは、持続可能な地域社会の実現に向けて地域が抱える
課題を主体的に解決することに繋がり、またSDGsにも繋がる
と考えています。

「非連続」な経営の必要性
頭取が感じる危機感
　デジタル技術の進化など取り巻く経営環境が大きく変化 
する中、先述のとおり従来の銀行業だけでは、将来にわたって
お客さまのニーズに応えられないと感じています。
　異業種の参入に加え、学生時代からスマホやタブレットが 
ある生活環境の中で育ち、インターネットの活用が当たり前な
デジタルネイティブ世代の台頭により、お客さまの金融サー
ビスに対する選択肢が大きく広がっています。
　このような経営環境の変化に適応し、お客さまのニーズに 
適したサービスを提供するために、課題に対する改善に取組んで 
きました。しかしながら、南都銀行の10年後を考えると前例に 
基づく改善ではなく、前例踏襲や固定概念を捨て革新的な 
改革（イノベーション）、すなわち「非連続」な思考が必要である
ことを改めて痛感しました。
前例踏襲の見直し
○外部人材を経営陣に招聘
　これまで南都銀行の役員は、プロパー職員の中から年功 
序列・論功行賞で登用してきましたが、経営環境の変化に対応し
改革スピードを加速させるには、プロパー職員だけでの発想で
は難しいと考え、南都銀行では初めて産業再生機構や金融庁
で手腕を振るってきた外部人材である石田氏を副頭取に迎え
ました。
　着任より約1年が経過したところですが、役員も含めて役職
員が前例や南都銀行の常識に捉われないことの必要性を強く
感じるようになるなど、少しずつ変化が見られるようになって 
きました。その他、グループ会社の南都コンサルティングや南都
まほろば証券にも外部人材をはじめて社長として招聘しました
が、これによりハレーションが起きたとしても、イノベーション
が起こることこそが大切だと私は考えています。
○店舗ネットワークの再編
　これまでの南都銀行では、店舗に多くのお客さまが来店され
ることを前提にしていたため、店舗ネットワークの充実を最も 
重要視してきました。
　しかし足元での来店客数は大幅に減少しています。銀行窓口 
のあり方や必要性が問われる中、今般30店舗におよぶ店舗 
ネットワークの再編に取組みました。
　今般の店舗ネットワークの再編は、かつてない規模かつ 
3か月間というスピード感でしたが、これはお客さまのニーズの

組織概要と
外部環境

ビジネス
モデル

リスクと
機会

戦略と
資源配分

見通しガバナンス
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今般のコロナ禍においても、お客さまからのご相談にスピー
ディーかつ適切にお応えしなければならないという強い意志
をもって、金融サービスの提供に最前線で活躍してくれてい
ます。
　南都銀行の職員には、もっと「おもしろい人材」になってもら
いたいと思います。そのために、経営計画では「おもしろい人
材」の創出を目標として掲げました。南都銀行が目指す「おもし
ろい人材」とは、お客さまから一緒に働きたい、おもしろいと思
われる人材です。そのような人材を多く育成することが南都銀
行グループの価値向上に繋がると確信しています。
　これまでは、お客さまの黒子になってお客さまを支える存在
でしたが、これからは職員自らがお客さまも認識されていない
課題を見つけ、その課題を解決するまで率先して行動するな
ど、自ら前面に立ってお客さまの番頭となりうる存在となって
もらいたいと思います。
　南都銀行で働くことで、企業経営や地域の発展に活かせる
スキルやノウハウが身に付き、地域のあらゆる場所・分野で活
躍できるようになる、そういった「夢」と「誇り」に溢れる企業風
土を作っていきたいと考えています。

10年後に目指すゴール実現のために
やるべきこと
目指すゴールに近づくためのアクションプラン
　5月29日に公表した今年度のアクションプランでは、これ
までの南都銀行の考え方からは決して出てこなかったような 
着想のものが多く、10年後の目指す姿を想像し、これから取組
むべきことを盛り込みました。
　営業活動は単に数字のボリュームを伸ばすのではなく、 
真にお客さまに寄り添い、課題を解決するスタイルを確立し、
新たな収益の柱を育てていく。そして営業店・本部の業務を
抜本的に見直し、圧倒的な生産性の向上を目指していきたいと
考えます。
　このアクションプランでは、5年後の「顧客向けサービス 
損益の黒字化」を実現させるため、「なんとメソッド」の確立に
よる「入り」の増加と、店舗ネットワークの再編や事務改革などの

「コスト・リソースの最適化」による「払い」の削減を盛り込み
ました。
　「なんとメソッド」とは、お客さまをトコトン知り、お客さまが
抱える永続的な課題を、組織的かつ継続的に解決して収益化

変化に早期に対応できなければ南都銀行の未来が描けないと
いう危機感に基づくものです。
　一方で、再編対象店舗の全てのお客さまへＤＭを送付する
とともに、本部に問合せ専用窓口を設置し、お客さまからの 
問合せには迅速かつ丁寧に行うなど、お客さまのご不便にできる
限りの配慮をしました。
　また山間地域への移動ＡＴＭ車の活用や日本郵便株式会社 
との提携などにより、結果としてお客さまをはじめステーク 
ホルダーの皆さまから最大限のご理解・ご協力を賜り、大きな
トラブルもなく再編を完了することができました。
○日本郵便株式会社との提携
　今回の店舗ネットワークの再編にあたっては、お客さまの
利便性を最大限維持するための方策を徹底的に考えました。 
その一つが、日本郵便株式会社との連携による「共同窓口」の
設置です。これは業界初となる取組みであり、南都銀行の店舗
がない地域の郵便局内にお客さまの住所や氏名の変更、通帳
繰越等の手続きができる「共同窓口」と「南都銀行ＡＴＭ」を設置
することで、銀行の窓口と同様の手続きが郵便局で可能となり
ました。
　これまでの南都銀行の常識では、競合する立場である郵便
局とのコラボレーションは全く考えられませんでした。

「非連続」な経営の中で守るべき価値
○お客さま
　「非連続」こそが重要と考える一方、地方銀行は過去から 
お客さまに向き合い構築してきた信頼関係の上に成り立って
おり、「お客さまあっての南都銀行である」ということは変わり
ありません。
　今般のコロナ禍において、南都銀行は社会機能の維持に 
必要不可欠な金融インフラとして、お客さまの資金繰りに重大 
な支障が生じることがないよう、自治体とも連携して全力で 
取組んでいます。
　各種制度融資を活用しつつお客さまの資金ニーズに対応す
るとともに、お客さまの状況に応じて既存債務に対する元本・
金利を含めた返済猶予などの条件変更についても迅速かつ 
柔軟に対応しています。
　今般の資金繰り支援を通じて、多くのお客さまと接すること
で、お客さまの悩みをより深く知ることができ、金融サービス
を提供するという責務を改めて認識しました。
○職員
　南都銀行にとって、職員は何ものにも代え難い財産です。

目指す姿
トップメッセージ
活力創造No.1グループへ
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　また地域を発展させるという観点から、異業種を含めた連携
の模索や自ら事業を起こすといった従来の銀行の枠に捉われ
ない取組みを追求していきたい。そのためには、役職員全員が
自らの殻を破り、自ら考え、自ら行動することが必要だと考え
ています。

ステークホルダーへのメッセージ
　今回の統合報告書は南都銀行グループの新しい経営計画へ
の決意表明をステークホルダーのみなさまにお伝えすること
を目的として作成しました。地域、お客さまをしっかりとサポー
トして課題解決していくことこそが、ひいては南都銀行グルー
プの成長に繋がるという価値創造ストーリーをあらためてこの
統合報告書でお伝えしたいと思っています。
　今後とも、南都銀行グループをご理解、ご支援いただけます
ようお願い申し上げます。

する仕組み・体制です。永続的な課題とは、社会構造問題で
ある生産年齢人口の減少に起因するマーケットの縮小や法人
オーナーの高齢化、老後生活資金への不安などです。南都銀行
はこれらの課題に対し、「生産性向上」「事業承継」「資産形成」
の３つを切り口として、お客さまの抱える課題を解決します。
　一方で、今回のコロナ禍を踏まえ、リスク管理・コンプライア
ンス態勢を高度化し、あらゆる規制やリスクに迅速かつ柔軟に
対応できる経営基盤の構築に着手します。
　5年後、10年後の社会や金融サービスはどのように変貌を
遂げているのか？まだ先の話だと思っていましたが、想定以上
に早いスピードで変化していくと考えています。
　例えば、コロナ禍の影響により、これまで難しいと言われて
いたリモートワークが常態化し、キャッシュレス決済の浸透率
が上がったとの報道もあります。デジタル技術の進化や私たち
の価値観の変化は、居住地や勤務地などの生活の根幹さえ大
きく変えようしています。そのような中、従来の銀行業務の枠
に捉われず、ビジョンを描くことは自明なことです。
銀行業という枠を超えたビジョン
　銀行業は、長年積み上げてきた信頼性の高い金融インフラ
をお客さまに利用頂き、その対価を得るというプラットフォー
ムビジネスという見方をすることもできます。
　これまでは銀行サービスの仕組みを構築してきましたが、お
客さまや同じように地域を発展させたいと考えている自治体 
が求める価値の提供ができる、地域プラットフォームを作り 
上げたいと考えています。
　今回のコロナ禍でイノベーションが起き、その中の一つと
して、東京一極集中から地方への流れが加速し、地元奈良の 
評価が高まると考えています。大阪・京都に隣接し、インフラ
が整備されており、また災害も少なく文化歴史遺産に恵まれて
いるなど、居住や観光に対するポテンシャルが高いと考えてい
ます。このポテシャルを活かし、南都銀行が中心となって人口
や観光客、そして企業の増加など地域の発展に向けた仕組み
を作っていきたいと思います。
　そのためには人材育成に加え、日々進化するデジタル技術
を活用して、お客さまのニーズにあったサービスが提供できる 
デジタルトランスフォーメーションの推進が必要です。銀行 
起点の部分最適な発想ではなく、地域の目指す姿を議論した 
うえで全体最適に向けたロードマップを策定し、お客さまや 
南都銀行にとって有益なＩＴアーキテクチャーを構築することも
考えています。

ビジネス
モデル

リスクと
機会

戦略と
資源配分

見通し組織概要と
外部環境

ガバナンス
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人が

来る
人が

働く
人が

住む

「活力創造銀行」として
　　ステークホルダーへの提供価値

ガバナンス 適時・迅速な戦略の軌道修正

経営資本 事業活動 中間目標（5年後）

顧 客 基 盤
・ お客さまとのリレーションを通じた情報力
・ 長年に渡る金融サービス提供による信頼・安心感
 【奈良県内取引シェア率  約50％】

人 材
・ 変化に対応できる、自ら考え、自ら行動する人材
・ 地域及び南都銀行の成長に寄与できる「おもしろい人材」

【事業戦略】
●事業化戦略
地域課題への取組み
○観光　○事業創出

【基盤戦略】
◆人材戦略
計画遂行を担う
「おもしろい人材」の創出

◆市場運用戦略
中長期的に安定収益を確保

●深耕戦略・高度化戦略
「なんとメソッド」の確立
○生産性向上
○事業承継　○資産形成

◆チャネル戦略
コスト・リソースの最適化
○店舗ネットワーク再編　○事務改革　○IT最適化

【なんとミッション】
地域の発展 活力創造人材の創出 南都銀行グループの収益性向上

 顧客向けサービス
損益黒字化

OHR※1改善

ROA向上

活力創造に関わる
資格※2保有者数の増加

10年後に
目指すゴール

SDGｓポリシー
なんとミッションの遂行
を通じ、持続可能な地
域社会の実現に向け
て、地域が抱える課題
を主体的に解決してま
いります

お客さま
● 経営人材の提供
● 課題の「真因」解消
● 最適な金融商品・サービス

地域社会
● 自治体や地域の事業者と連携した地域発展
 への主導的な関与
● 賑わいのあるまちづくり・事業創出

職員
● 「夢」と「誇り」にあふれた企業風土
● 銀行という枠を超えて活躍できる機会の提供
● 健全で安心して働ける職場

株主さま
● マーケットから高い評価
● 安定的な配当の継続

奈良県GDP
約3,500億円増加

経営人材創出数※3

350人

ROA

0.35%以上

P.10～P.17 P.22～P.27

P.18～P.21

P.28～P.33

※１ 預金・貸出金・有価証券などの利息収入である「資金利益」、手数料等の収支である「役務取引等利益」、それ以外の業務の収支である「その他業務利益」を合計した利益から、国債等債券
損益を控除した利益に対する経費の割合

※２ 応用情報技術者、中小企業診断士、宅建、ＦＰ１級、簿記２級およびそれらと同等以上の資格
※３ 地域のお客さまと経営意思決定をご一緒できる人材

目指す姿
価値創造プロセス
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OHR※1改善

ROA向上

活力創造に関わる
資格※2保有者数の増加

10年後に
目指すゴール

SDGｓポリシー
なんとミッションの遂行
を通じ、持続可能な地
域社会の実現に向け
て、地域が抱える課題
を主体的に解決してま
いります

お客さま
● 経営人材の提供
● 課題の「真因」解消
● 最適な金融商品・サービス

地域社会
● 自治体や地域の事業者と連携した地域発展
 への主導的な関与
● 賑わいのあるまちづくり・事業創出

職員
● 「夢」と「誇り」にあふれた企業風土
● 銀行という枠を超えて活躍できる機会の提供
● 健全で安心して働ける職場

株主さま
● マーケットから高い評価
● 安定的な配当の継続

奈良県GDP
約3,500億円増加

経営人材創出数※3

350人

ROA

0.35%以上

P.10～P.17 P.22～P.27

P.18～P.21

P.28～P.33

※１ 預金・貸出金・有価証券などの利息収入である「資金利益」、手数料等の収支である「役務取引等利益」、それ以外の業務の収支である「その他業務利益」を合計した利益から、国債等債券
損益を控除した利益に対する経費の割合

※２ 応用情報技術者、中小企業診断士、宅建、ＦＰ１級、簿記２級およびそれらと同等以上の資格
※３ 地域のお客さまと経営意思決定をご一緒できる人材

ビジネス
モデル

戦略と
資源配分

南都銀行の目指すゴールを実現するための活動	
を表現しています。
街は地上であり地域社会を、土壌は南都銀行を
表しています。

南都銀行は経営資本である「顧客基盤」と	
「人材」を活用し、「なんとミッション」の実行により、
地域の発展、活力創造人材の創出を図り、南都
銀行グループの収益性を向上し、中間目標(5年	
後)である「顧客向けサービス損益の黒字化」	
「ＯＨＲ改善」「ＲＯＡ向上」「活力創造に関わる資格
保有者数の増加」に繋げます。

「なんとミッション」を実行し、目標達成にむけた	
取組みを行うことで、中央に表している「木」に
南都銀行が養分を与え、「果実」が実ります。	
「果実」は、ステークホルダーへの提供価値であり、	
南都銀行の営業地域を「人が来る」「人が働く」
「人が住む」場所として発展させていきます。

空に架かる虹は、南都銀行の価値創造の循環を
表しており、このサイクルを回転させることで、
10年後に目指すゴールである、奈良県ＧＤＰ	
約3,500億円増加、経営人材創出数350人、ＲＯＡ
0.35％以上を達成します。

9南都銀行 統合報告書「なんとレポート」 2020 南都銀行 統合報告書「なんとレポート」 2020



事業環境
奈良県の課題

短期的には、コロナ禍に悩むお客さまを徹底的にサポートし、
中長期的には、地方創生、地域活性化に結びつく、
仕組み・仕掛けを構築し、着実に実行する
経営計画「なんとミッション」を遂行中の南都銀行について、奈良商工会議所の小山新造会頭をお迎えし、
奈良県の現状と今後の見通しや、コロナ禍における南都銀行が果たすべき役割と今後への期待を
横谷和也常務、和田悟常務とともに語り合っていただきました。

取締役常務執行役員
営業推進本部長

和田 悟
（営業部門担当）

取締役常務執行役員

横谷 和也
（地域事業創造・市場運用部門担当）

奈良商工会議所

会頭  小山 新造氏

　これまでハード面の弱さが経済発展の足かせとなっていま
したが、道路、鉄道双方において整備が進み、奈良県における 
ビジネスチャンスが広がってきたと感じています。特に観光産業
は、コロナ禍の影響で厳しい状況に置かれていますが、ホテル 
誘致が進んでおり、中長期的には、これまでの「日帰り観光の 
奈良」から脱却し、「宿泊を伴う周遊滞在型観光」に転換して 
いけると考えています。
　ひとつ、課題だと認識していることは、奈良県の事業者は 
これまで独立独歩でしっかりやってきた方が多く、組合などみん 
なで団結し、助け合うという動きが少ないことです。これが、 
まさに現在のコロナ禍においても対応への足かせになっている
と思います。ここはもっと総合的な動きが必要で、地域の事業
者への理解が深い南都銀行の果たすべき役割があると感じて
います。

インフラ整備が進む奈良県の
今後の成長性に期待

会頭　奈良県はもともと事業者数が少なく、企業自体も規模
が小さいため、これを打開しないと発展していかないと従来か
ら感じていました。一方で、県外就業率が高いことから行政も
企業立地に積極的に取組んでこられました。大阪圏、名古屋圏
への高速道路網は発達しており、企業立地件数は2019年では
32件と、全国8位、福井県を含む近畿7府県中2位という状況に
なっています。さらに、道路や鉄道の整備については奈良商工
会議所も行政の協力を得ながら長年活動を続け、京奈和自動
車道の全線開通に向けては、懸案となっていた大和北道路の 
事業化が決定したほか、リニア中央新幹線も奈良市付近に奈良
駅ができる予定です。
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短期的には、コロナ禍に悩むお客さまを徹底的にサポートし、
中長期的には、地方創生、地域活性化に結びつく、
仕組み・仕掛けを構築し、着実に実行する

「なんとミッション」を通してお客さまの
課題解決に向け、全力で取組む

会頭　個別の課題に加え地域の課題も能動的に解決し、GDP
を押し上げるという発想は面白い反面、現在、各事業者はそれ
どころではないという気もしています。
和田　足元は徹底して資金繰りの支援に取組んでいます。 
ご存知のとおり、奈良県は中小企業、とりわけ観光業が多いた
め、深刻な打撃を受けており、この分野にもスピード感を持っ
て対応しています。
会頭　資金繰り支援では、奈良県内の金融機関には県からの
要請もあって、早急にご対応いただきました。ただし、地域経
済は、前例のない極めて厳しい環境となっており、先行きが 
見通しづらい状況です。地域の事業者は規模にかかわらず、仕事 
の確保や雇用の維持、資金繰りなどの難題に直面しており、 
廃業や倒産に追い込まれる可能性もあります。この難題に政府
や自治体も各種支援策を発表していますが、コロナ禍は長期 
化が見込まれており、だからこそ地元の金融機関として南都 
銀行にはまずもって地域社会に寄り添ってもらいたいと考えて
います。各企業も南都銀行のコンサルティング機能の充実を
期待しているはずです。
　また、奈良商工会議所では2015年に国の委託を受け、 

「奈良県事業引継ぎ支援センター」を開設し、企業の価値ある
事業や技術を次世代へ承継するための活動を強化しています。
年々成果が現れてきた矢先だけに、これを機に廃業してしまう
企業がでてくるのではないかと危惧しています。身近で接する
機会の多い南都銀行には、資金繰りはもちろんのこと、事業の
承継などにも、ぜひ、その提案力を活かしてほしいと思います。
和田　南都銀行ではお客さまと従来以上に踏み込んだお話を 
する機会が増え、お客さまの真の課題を知ることができた 
側面があります。だからこそ、資金繰り以外の課題解決に向けた
取組みを、南都銀行グループが一体となって進めています。
会頭　今回、この対談にあたり、南都銀行の経営計画を改めて
確認させていただきました。そのなかで、「なんとメソッド」とは、

「お客さまをトコトン知り、お客さまが抱える永続的な課題を、 
組織的かつ継続的に解決して収益化する仕組み・体制」とあり 
ました。まさに、私たちは、このような取組みを南都銀行に期待 
しているのです。地域の事業者が抱える課題の解決に向け、 
全力で取組んでいただきたいと願っています。

和田　南都銀行が取組むべき永続的な課題としては、社会 
構造問題である生産年齢人口の減少に起因するマーケットの 
縮小や法人オーナーの高齢化、老後生活資金への不安だと 
考えています。南都銀行はこれらの課題に対し、「生産性向上」 

「事業承継」「資産形成」の３つを切り口として、お客さまを知り、
個々のお客さまが抱える課題を解決していきます。
　そして、南都銀行はその課題解決を収益に結びつけるよう
取組みを高度化させていきます。例えば、「生産性向上」ではＩＴ
化支援・周辺業務のアウトソーシングについて南都銀行グルー
プ全体で取組んでいます。「事業承継」では、より一層の企業価 
値を高める事業承継支援や、事業を守るための後継者の育成 
支援に取組み、南都銀行の収益にも繋げていきます。また 

「資産形成」では資産形成層のお客さまに、デジタルチャネル
活用により接点を創出し、長期・積立・分散投資を提供すると
ともに、老後資金の必要性を共有しています。次世代への安定 
的な資産承継をお考えのお客さまには、対面営業の機会を 
充実させ、適切な商品提供を通じてお客さまの課題を解決し
収益を確保していきます。
　南都銀行は、今般のコロナ禍において、新たなお客さまを 
含め、改めて多くのお客さまの悩みを知ることができました。
これらの資金繰り支援を通じ、お客さまをより深く知り「なんと
メソッド」の確立に向けた取組みを加速していきたいと考えて
います。
会頭　南都銀行が目指している「なんとメソッド」は、まず、とこ
とんお客さまのことを知るということから始まるのですね。
和田　これまでは、正直、知っているつもりだという思い込みも
あったと真摯に反省し、とことんお客さまに寄り添う覚悟です。

組織概要と
外部環境

ビジネス
モデル

リスクと
機会

戦略と
資源配分

ガバナンス
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　また、従来の銀行の枠にとらわれず、地域活性化事業会社の 
設立も視野に入れており、奈良の観光資源を最大限活用し、 
地域経済を活性化させる、地域の旗振り役になりたいとも考え
ています。例えば、店舗ネットワークの再編により移転した一部 
の空店舗については自治体や地域の事業者と連携し、地域 
発展への寄与をコンセプトに利活用を考えています。南都銀行 
の店舗が形を変え、子育て世代流入、女性の社会進出促進、 
地域人口・消費の維持に役立っていきたいと考えています。
会頭　再編された銀行の店舗が地域のための新たな拠点とな
るということですね。商工会議所としても、その取組みに協力
できることがあれば、ぜひ、お力になりたいと思います。この 
コロナ禍にあっても、お二人とも前向きに捉えていらっしゃる
のは頼もしい限りです。改めて伺いますが、10年後に奈良県の
ＧＤＰを3,500億円増加させる目標を掲げられています。この
GDPの増加はどうやって実現していくのですか？
横谷　GDPを増やすためには、人口の増加が鍵を握っており、
来る人を増やす、働く人を増やす、住む人を増やすことが重要
と考えています。
会頭　地域の事業者の頑張りも必要ですね。GDPを上げる 
ためには、やはり人口を増やすことが重要で、住む人を増やす
のが一番ですね。それは南都銀行といえども簡単なことでは
ないでしょう。市も、県も含めて住みやすいまちづくりに取組む
ことが必要ですね。
横谷　引き続き、奈良県をはじめ各自治体、地域の皆さまと
の連携を強化していきたいと考えており、地域の事業者への
自治体の施策浸透や企業誘致についても主体となって取組み
ます。また、県内で事業を創出し、雇用を生み出していくため、
創業者を支援するインキュベーション機能を拡充させ、地域
の事業者や県内の大学等との連携による創業企業の支援を
主導していく考えです。今後、大都市圏への企業、人口集中が
是正されていけば、大阪に隣接する奈良県の魅力は向上し、 
ＧＤＰに寄与していくものと考えています。
和田　また、今回のコロナ禍で多くの企業でリモートワークが
導入されました。これは、非常に効率的な働き方であり、通勤
がない、働く人の自由度が高いなどのメリットがありますが、
活用するためには人事制度を含めた仕組みを整備する必要が
あります。リモートワークによって女性の活躍できる就業形態
が実現できれば専業主婦率の高い奈良県で、女性の働く機会
が増加することに繋がり、ＧＤＰに寄与します。

従来の銀行の枠にとらわれず、
奈良県の発展に力を尽くしていく

横谷　地域活性化についてお話しさせていただきます。コロナ 
禍は、地域活性化のために何をすべきか、改めて考えるきっか
けになりました。近年はインバウンド需要の取込みにより、盛り
上がりを見せていた奈良県の観光業についても、当面、以前の
ような訪日外国客が見込めない可能性があります。一方、奈良
県が発表した観光客動態調査報告書（2018年度）では、観光
消費額の87％を国内の観光客が占めているという結果から、 
今後、一層の国内旅行者の囲い込みが重要と認識しています。
インバウンドに過度に依存することなく、地場産品をブランド化
して国内外に向けて発信する、また、歴史資産をアピールする 
ことにより、国内需要を喚起していきたいと考えています。 
修学旅行以来、奈良には来たことがない、といった声もよく 
聞かれます。裏返せば、まだまだ奈良には潜在能力があると 
いうことです。加えて、日帰りの観光から滞在型の観光に変え
ていくための仕組み作りを、観光業界と手を携え、南都銀行が
中心になって取組んでいく考えです。
　その一環として、古民家再生・利活用事業にも参画していま 
す。奈良市、古民家再生を手掛ける「ＮＯＴＥ奈良」と連携協定 
を締結し、旧酒造蔵・邸宅のホテルへのリノベーションに 
取組みました。また、昨年の9月には「奈良古民家まちづくり
ファンド投資事業有限責任組合」へ出資し、同ファンドの1号案
件として、江戸期創業のしょうゆ醸造元を復活させ、高級宿泊
施設を軸とした観光施設に再生する計画が進んでいます。

事業環境
奈良県の課題
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ビジネス
モデル

リスクと
機会

戦略と
資源配分

会頭　商工会議所としても女性活躍は重要な要素と考えて 
います。それにしても南都銀行も何か変わってきた感じがしま
すね。最近は前例にとらわれないチャレンジする姿勢が見られる 
ようになってきたと感じます。特に、店舗ネットワークの再編 
などは今までにない思い切った施策です。さらに、経営計画に
ある「おもしろい人材」の創出は的を射た人材育成計画だと思い 
ます。こうした活動で、銀行全体が変わっていくことが大事 
ではないでしょうか。このような人材こそ奈良県にとってとても
重要だと思います。

地域活性化にリーダーシップを発揮することで、
奈良県の将来像を描き実現していく

会頭　短期的には、資金繰りに悩む事業者等を徹底的にサポー 
トしていただきたい。まさに今、地方銀行としての役割を存分に
発揮していただきたいと思います。また、南都銀行と取引して
よかったと思ってもらえるような、銀行の枠組みに促われず、例 
えばお客さまの資産運用などに関わる、従来なかった金融商品
など、総合的なサービスを提供してほしいと思います。そして、
中長期的には、銀行の将来像だけでなく、奈良県の将来像を
県民、県内企業と一緒に描き、そのビジョンを達成する船頭で
あっていただきたいと思います。ぜひ、頑張ってください。
和田　コロナ禍の影響で不安に思われているお客さまに対し 
ては徹底的なサポートを行います。そして、早期に「なんと 
メソッド」を確立し、お客さま、地域が抱える課題の解決に邁進
してまいります。
横谷　県内ＧＤＰの増加は一朝一夕に成し遂げることはできま
せんが、地方創生、地域活性化に結びつく仕組み・仕掛け作り
をしっかり行い、着実に実行することで、地域が発展するよう
リーダーシップを発揮していきたいと思います。

組織概要と
外部環境

ガバナンス
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	 面積：	3,690.94km2

	 人口：	約132万人
	 人口密度：	360人/km2

	 県の木：	スギ
	 県の花：	ナラヤエザクラ
	 県の鳥：	コマドリ
県庁所在地：	奈良市
	 旧国名：	大和

奈良はいつの時代も
「人が来る」「人が働く」「人が住む」土地です

南都銀行グループが営業地域の中心とする奈良県は、
昔から人が集まる場所となってきた歴史があります。
ウィズコロナ時代においては、改めて、
そのポテンシャルの高さに期待が集まります。
奈良県は、日本の歴史の始まりの地であり、
今でも法隆寺、薬師寺、興福寺、東大寺など
歴史的な文化遺産が多く残っています。
シルクロードの終着点と言われた奈良は海外からの文化を受け入れ、
寺社を中心に繁栄しました。
江戸時代は幕府直轄領として「奈良奉行所」が置かれ、

「商工業の町」として発展。
明治時代以降、鉄道が開業し、奈良と大阪、奈良と京都がそれぞれ結ばれたことで、
神社仏閣の多い奈良は観光地として栄えていくこととなりました。
近年は、大阪・京都と奈良の交通アクセスが一層良くなり、「ベッドタウン」として大きく発展しました。

法隆寺

興福寺 東大寺

薬師寺

事業環境
人が集まる（来る・働く・住む）奈良
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人が来る
世界に誇れる観光地

人が働く
商工業の町が栄えた歴史

人が住む
ベッドタウンとして発展

　奈良には観光資源として歴史的建造物が多く存在して 
います。
　派手さはないものの、日本の古き良き町並みや歴史的
建造物をゆったりと回ることができます。また、古い建物が 
多く残る奈良には古民家を利活用した飲食店や雑貨屋も 
多く、他の観光地にはない雰囲気を味わえます。
　一方で、年間宿泊者数が全国最下位など、十分な経済
効果を得られていないという課題があります。コロナ禍の 
影響でインバウンドの激減は痛手ですが、観光消費に占
める外国人の割合は13％程度であり、改めて国内需要を 
喚起することが重要です。

　奈良は古くから甲冑・刀剣、墨、薬などの産業がさかんで
した。特に、南都七大寺など寺社の数が多く、僧侶や神官
の衣装用に奈良晒が発展、江戸初期に幕府御用達になった 
ことも、人気を集めるもとになりました。しかし、組合的な 
組織をつくり、外からの参入を許さなかった結果、技術的な
進歩の機会が失われたといわれています。
　現在、奈良県は企業立地に積極的に取組み、企業立地 
件数は2019年度は32件、全国では8位、福井県を含む近畿 
7府県中、2位となっています。
　テレワークなど新しい働き方の広がりもあり、県外就業
者の地元回帰、専業主婦の仕事復帰などが期待されます。

　奈良盆地は、奈良県の中央から北西側に位置します。 
大阪との距離が近いこともあり、住宅開発が進んだ結果、
大阪や京都のベッドタウンとなっています。
　また、盆地外周の丘陵地（京阪奈丘陵・赤膚丘陵・矢田 
丘陵・馬見丘陵）ではニュータウンも開発されました。
　ニューノーマルな時代において職住近接が必須でなくな
ると、歴史・文化・自然遺産が豊富で、比較的、災害や地震 
が少なく、天候も安定している奈良県は住む場所として、 
さらに魅力が高まります。

■工場・研究所の立地件数

■国宝・重要文化財

■県外就業率（2015年）

リスクと
機会

組織概要と
外部環境

資料：文化庁「国宝・重要文化財等都道府県別指定件数一覧」

資料：経済産業省「工場立地動向調査」

資料：総務省統計局「平成27年国勢調査」
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顧客基盤

地域の構造的な課題：「生産年齢人口の減少」

【奈良県の生産年齢人口の推移】

【奈良県の生産年齢人口と老年人口の割合】

南都銀行グループは、お客さまを「知る」活動を徹底することで、
個々のお客さまが抱える課題の「真因」に目を向け、

適切なソリューションを提供していくことを目指しています。

老年人口

(万人)

50

0

1.78人
2020年

1.67人
2025年

2020年 2025年 2030年

生産年齢
人口

お客さまの課題 「なんとメソッド」の確立 目指す姿

地域・お客さまの発展

南都銀行グループの
収益性の向上

マーケットの
縮小
人手不足

法人オーナーの
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不安

生産性向上
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資産形成
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外部専門機関

グループ会社

南都銀行 資産運用・承継室
信託・コンサルティング室

事業性評価チーム
医療・介護チーム

南都コンサルティング
南都まほろば証券

税理士・会計士・弁護士 提携業者

南都リース
南都カードサービス・・・

1.55人
2030年

「真因」を解消するまで
課題解決を繰り返す

出典：国立社会保障・人口問題研究所

出典：国立社会保障・人口問題研究所
お客さまが認識
されている課題

お客さまが認識
されていない課題

事業戦略
「なんとメソッド」の確立

地域・お客さまが抱える永続的な課題を起点に
「真因」解消までの課題を解決し、収益を得る

圧倒的な県内シェアを誇る南都銀行が地域と共に成長していくためには、
地域が抱える構造的な課題に端を発するお客さまの課題を解決していく必要があると考えます。
なんとメソッドとは、「生産性向上」「事業承継」「資産形成」を切り口に、お客さまの課題解決に向けた
人材を活かした最適なチーム編成や仕組み作りです。
南都銀行グループは、お客さまの課題を解決していくことで、

「地域・お客さまの発展」を実現し、「南都銀行の収益性の向上」に繋げていきます。
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顧客基盤

地域の構造的な課題：「生産年齢人口の減少」

【奈良県の生産年齢人口の推移】

【奈良県の生産年齢人口と老年人口の割合】

南都銀行グループは、お客さまを「知る」活動を徹底することで、
個々のお客さまが抱える課題の「真因」に目を向け、

適切なソリューションを提供していくことを目指しています。

老年人口
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2020年 2025年 2030年

生産年齢
人口
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地域・お客さまの発展

南都銀行グループの
収益性の向上
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縮小

人手不足
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事業性評価チーム
医療・介護チーム

南都コンサルティング
南都まほろば証券

税理士・会計士・弁護士 提携業者

南都リース
南都カードサービス・・・

1.55人
2030年

「真因」を解消するまで
課題解決を繰り返す

出典：国立社会保障・人口問題研究所

出典：国立社会保障・人口問題研究所
お客さまが認識
されている課題

お客さまが認識
されていない課題

組織概要と
外部環境

ビジネス
モデル

戦略と
資源配分
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事業戦略
コスト・リソースの最適化

「店舗機能」、「商品」、「本部業務」の3つの最適化により、
「なんとミッション」の計画目標達成を目指します

5年後の顧客向けサービス損益の黒字化の実現に向け、
コスト・リソースの3つの最適化によって生産性の向上を図ります。

店舗機能の最適化／「店舗ネットワークの再編」と
「事務改革」
　第一の最適化「店舗機能の最適化」には、二つの取組みが
包含されており、その一つが「店舗ネットワーク再編」です。 
現状、銀行業務は、来店客数の減少に加え、インターネットバ
ンキングの台頭によって大きな変革期を迎え、これが足下の 
コロナ禍でさらに加速しています。こうした環境のもと、「店舗
ネットワークの再編」の基本的な考え方は、お客さまへのサー
ビス提供能力の向上です。近年、共稼ぎ世帯の増加やコンビ
ニATMの台頭、デジタル技術の進化等により、お客さまの 
ライフスタイルや求められる金融サービスは大きく変化して
います。そのような変化の中、銀行業務を行うだけの従来型
の銀行窓口やATMに求められる役割も大きく変化しており、
これが銀行窓口への来店客数の長期に渡る減少傾向に繋
がっています。この状況を踏まえ、南都銀行は、同一エリアに
密集している店舗を再編し、核となる営業店に職員を集め、コ
ンサルティング能力をレベルアップすることで、お客さまへの
サービス提供能力を強化させていくべきだと考えました。
　店舗ネットワークの再編は、2019年11月に公表したとお
り、共同店舗化を30か店、時短営業を4か店、隔日営業を4か 
店実施し、2020年６月１日に完了しました。その結果、実施前 
に138か店であった拠点が108か店となりました。今回の 
再編では、お客さまに出来る限りご不便をおかけしないように、
お客さまの手続きを不要とする「ブランチインブランチ方式」
による共同店舗化や日本郵便株式会社との連携による「共同
窓口」の設置、さらには移動ATM車の活用も行いました。特に 

「共同窓口」については、銀行初の試みであり、近隣に南都 
銀行の店舗がない地域の郵便局内に日本ＡＴＭ株式会社の 
システムを活用したタブレットを設置することで、南都銀行の
お客さまの住所や氏名の変更、通帳繰越等の手続きが可能と
なりました。また、併せて郵便局内に南都銀行のATMを設置
することで、郵便局で銀行窓口と同様の取引を行うことができ
るスキームを構築しました。
　今年度は、再編店舗のモニタリングの継続とともに、コロナ
禍の地域への影響も注視しながら、さらなる店舗ネットワーク 
の再編への検討を進めていく考えです。なお、南都銀行の 
店舗は比較的好立地にあるため、再編後の店舗は、自治体や
異業種と連携しながら地域の活性化に向けて活用したいと考

商品の最適化
•事務負担・コスト負担の大きい商品の廃止

本部業務の最適化
•本部業務の2割削減

店舗機能の最適化
•店舗ネットワークの再編
•事務改革

取締役常務執行役員

中室 和臣（審査・事務部門担当）

18 南都銀行 統合報告書「なんとレポート」 2020 南都銀行 統合報告書「なんとレポート」 2020



できましたが、お客さまの志向やライフサイクルが変化してい 
く中で、従来のサービス、商品ではお客さまのニーズにミス
マッチする商品が多数残存する状態となっています。これらの 
商品の削減は、事務コストや将来的なシステムコストの削減
にとってきわめて重要な取組みであり、多様化するお客さま
ニーズを十分に踏まえながら、そのニーズに応えられない 
商品・サービスを選定し、削減に取組んでいく計画です。

本部業務の最適化
　第三の最適化は、「本部業務の最適化」です。
　限られたリソースで収益を維持拡大していくためには、成長
領域に人員を配置していかなければなりません。そのために
は本部の業務量削減は必須の課題であり、今年度は本部業務
の２割削減を目指しています。本部の企画・事務集中・監査部
門を対象とした業務を洗い出し、なくせる業務は廃止、廃止で
きない業務は削減もしくはＲＰＡ等を活用した効率化や標準化
に取組み、残った業務は集中化あるいは外部委託、すなわち
外注化を図ります。

　これらの三つの最適化により生産性の向上を図ることで、
「なんとミッション」の実現を目指していく考えです。ただし、
これらの施策を推進するにあたって、AIやデジタルの活用は 
もちろんきわめて重要ですが、銀行とは職員で成り立って 
います。お客さまに最適なサービスを提供するということを念頭
に置き、役職員が一体となって、経営計画の達成を目指して 
まいります。
※SBT端末…�金融機関の営業店窓口、後方などで使用されている端末、SBTは、

Super Banking Terminalの略

えています。
　もうひとつの取組みが「事務改革」です。
　南都銀行はこれまでも投資信託や生命保険申込手続き等
のタブレット対応を始めとする事務のペーパーレス化に取組 
んできましたが、次世代営業店への変革に向けて、地域に 
根差した営業店のデジタル化を積極的に進めています。営業
店では現在、SBT端末※などの機械操作と現金・伝票類処理で
生じる職員の事務負担が大きいため、お客さまの課題解決に
専念できない状況が続いており、お客さまにとっても書類記入・
押印など手続きの煩雑さが大きな課題となっています。
　これらの解決に向けて三つのレス(ペーパーレス・キャッシュ
レス・バックレス)とともに、SBT端末の廃止等の事務改革に 
取組んでいます。具体的にはクイックカウンターや受付ナビに 
よる窓口のセミセルフ化や後方事務センター集中化を進める 
ことで、営業店事務の約5割削減を目標に取組みを進めて 
います。また、2020年6月からは住所変更などの諸届業務を 
ペーパーからデジタル運用に切り替え、書類記入の省略と 
手続き時間の短縮を図るなど、お客さまの利便性が向上する
とともに、職員の事務負担軽減に繋げます。
　さらに、同時に非対面チャネルの強化にも取組み、次世代
型営業店への変革を加速していきます。
　このように、三つのレスを推進することで、事務負担を軽減
し、深耕活動に注力できる環境を整備していきます。

商品の最適化
　第二の最適化である「商品の最適化」も南都銀行の今後を 
左右する重要な取組みです。これまでお客さまの多様な 
ニーズに対応するために、商品ラインアップの拡充に取組ん

ビジネス
モデル

戦略と
資源配分

実施前 SBT端末廃止後STEP Ⅰ
（2018～2021年度上期）

STEP Ⅱ
（2021年度下期
～2022年度）

40か店に
追加導入

全店展開
普通預金新規口座
開設・諸届

エリア統括店
1～2か店に
試行導入

2020年度
アクションプラン

メリット
待ち時間短縮
（処理時間短縮）
書類・伝票起票不要

入力ミス防止
集計負荷軽減
人件費削減

後方
後方

時間を要する事務

入出金口座開設
諸届

ハイカウンターロー
カウンター

ロー
カウンター

SBT端末

処
理・サ
ポ
ー
ト
体
制
整
備

事
務
標
準
化・本
部
セ
ン
タ
ー
事
務
最
適
化

ハイカウンター

窓口
ATM

窓口ATM
2020年3月末時点
26か店導入

ローカウンター

受付
ナビ

受付ナビ

ロットスキャナー

2020年3月末時点
4か店導入

後方

集中化

2020年3月末時点
1か店導入

お客
さま

南都
銀行

ガバナンス
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実行する力
IT戦略

「2025年の崖」を乗り越え、
お客さま起点でのデジタルトランスフォーメーション
を推進します
南都銀行は、複雑化した既存ＩＴシステムを見直し、新たなアーキテクチャー構築のもと、
お客さまのニーズに最適なサービスを提供できるＩＴ戦略を推進します。

金融システムを取り巻く環境
　現代のビジネスシーンにおいては、新たなデジタル技術の
活用により新しいビジネスモデルを創出し、それを柔軟に改変 
できる状態を実現することが求められています。しかし、産業
界全体で、老朽化した既存ITシステムは過剰なカスタマイズ
による複雑化・ブラックボックス化がその進化を阻んでいるの 
が現状です。この課題が解決されない場合、市場の変化に 
対応して、ビジネスモデルを柔軟・迅速に変更することができ
ず、2025年以降に産業界全体で最大12兆円/年の経済損失 

（現在の約３倍）が発生すると予想されており、「2025年の崖」
と呼ばれています。
　金融業界においても同様に、企業全体の最適化を鑑みず
に、各事業で部分最適なカスタマイズを繰り返した結果、シス
テム構造が一層複雑化しました。時間の経過とともにシステム 
有識者の退職やシステムサポート体制の終了など、複雑な 
設計を紐解ける人材が消失していくことで、既存ITシステムの
ブラックボックス化は更なる広がりをみせています。
　既存ITシステムの複雑化・ブラックボックス化に伴い、IT 
ベンダーへの依存が進む一方で、希少な有識者の開発単価は
上昇し、今後更なる既存ITコストの増大も予想されます。既存
ITコストの増大は、戦略的な投資余力を圧迫し、競争力の低下 
に繋がります。これこそが、まさしく「2025年の崖」到来の

きっかけとなるものです。それらの課題を解決するためには、 
「既存ITコストの圧縮」と「IT活用による収益拡大」の両輪による
施策の遂行が求められます。

南都銀行の課題と目指す姿
　このような環境において、現状、受け身的なIT組織となって
おり、複雑化・ブラックボックス化したITシステムを有している
状況にあります。結果的に費用対効果が不明確、かつ、部分 
最適となっており、また、ITシステム管理においても不十分な
マネジメントに加え、システム構成がブラックボックス化して 
いることで変化に弱く、複雑で重厚な構成となっています。組織
運営においても、営業関連部門の依頼に応じる受け身の姿勢
などが、いまだ踏襲されています。開発においては、ITパート
ナー・ベンダーに依存した結果、システム開発スキルを有する
職員の人材育成に大きな課題を有しています。こういった現状 
認識のもと今後の目指す姿として、お客さま視点で無駄の 
ないIT投資を進めていく考えです。お客さまの行動が大きく 
変化していく中、IT組織が自律的に主導し、変化に適応しやすい
ITシステムを構成することが求められています。ベストプラク
ティクスを取り込んだITシステムに適応した業務変革、費用対
効果が明確、かつ、全体最適を意識した長期視点での投資を
実行していきます。

■地方銀行は「既存ITコスト圧縮」と「IT活用」が求められる

金融緩和政策の継続

厳しい外部環境のもと、収益力は低下傾向 既存ITコストの圧縮とIT活用による収益拡大の必要性

人口減少・少子高齢化

地域金融機関の競争激化

既存ITコスト圧縮 IT活用し収益拡大

戦略的
投資部分

収益 費用 収益 費用 収益 費用
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　新たなアーキテクチャー構築にあたっては、部分最適となっ
ている複雑で重厚な既存ＩＴシステムについて、そのまま利用 
するのか、また、新たな技術を取込むのかを検討することが 
重要ではありますが、前例踏襲からの脱却を意識した「捨てる」
という決断も必要になると考えています。
　南都銀行はＩＴシステムを明確にマネジメントし、よりシステ
ム構成が「見える化」され、変化に柔軟に対応可能な構成を 
具現化していきます。組織運営においても、南都銀行の競争力
を創出する攻めの姿勢、自律的に時代に沿った変化を起こす
風土を醸成します。またITパートナー、ベンダーへの依存度を
見直し、南都銀行独自で企画立案できるITスキルを蓄積すると
ともに、南都銀行の職員が、一定の開発を行える体制を目指
します。

目指す姿実現に向けたITシステム戦略の方向性
　南都銀行では、「2025年の崖」を乗り越え、「なんとミッション
と10年後に目指すゴール」の実現に向けたデジタルトランス
フォーメーション推進に積極的に取組みます。例えば、戦略の 
一つである「お客さまアプローチの高度化戦略」において、 
お客さまニーズに沿ったサービスの実現には、お客さまの行動 
変化を的確に捉えることが必要となり、更なるデータ活用が 
重要なポイントになります。そのためにも、データを統合的に
管理できる基盤の構築およびデータフローの再定義が必要 
不可欠と考えています。
　現在の南都銀行のシステムは、一元的なデータ管理を 
行っておらず、個々のシステムにデータが散在している状況に
あります。そのため、複数システムで同じデータを重複所有する
無駄が発生しています。新たにシステムの連携や機能追加を 

行うたびに、膨大な影響調査を実施する必要があるなどシステ
ム全体が非効率となっている状況です。結果として、お客さま
のニーズを断片的に把握・分析するに留まり、真のお客さまの
ニーズをデータから捉えきれていない状況です。
　これらの課題に対し、IT投資の基本理念やITシステムの将来 
像を踏まえて、散在しているデータを一元的に集約し、管理 
および変換を行うハブを構築することが一つの解決策だと考え 
ています。これによりデータの動きが可視化、集約されること
で、新システム導入の際にも影響範囲が限定化、シンプルな 
連携を実現することでスピード感のある柔軟なIT施策の実行
を可能にします。
　南都銀行では、既存ＩＴシステムを「捨てる」ことも躊躇せず、
全体最適な新たなアーキテクチャーを構築し、激変する産業
界、金融業界において地方銀行ならではの独自のポジションを
確立し、お客さまに支持される、より良いサービスを提供して
いきます。

ビジネス
モデル

戦略と
資源配分
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実行する力
人材戦略

「おもしろい人材」をコンセプトに、新たな人材戦略を進め、
なんとミッションの実現を目指します

「地域の発展」「活力創造人材の創出」「収益性の向上」の実現を目指す経営計画において、
南都銀行は独自の人材戦略を推進、多様性を重視し、ステークホルダーから高く評価される人材発掘と
育成によって、南都銀行の10年後の目指す姿を実現していきます。

「おもしろい人材」の発掘、育成
　南都銀行は、「なんとミッション」に掲げる「地域の発展」 

「活力創造人材の創出」「収益性の向上」の実現を目指して、人材 
戦略を新たに推進しています。ここでは、10年後に目指す 
ゴールの達成に向けて、短期、中期、長期的な人材育成計画の考
え方をご説明します。その中核となるコンセプトは｢おもしろい
人材」の発掘、育成です。
　「おもしろい人材」とは何でしょう。「おもしろい人材」は、人か 
らおもしろいと思ってもらえることがキーワードです。お付き 
合いのある方の中で、この人はおもしろいと思える人は、実は
そんなに多くないと思います。他の人にどういう時に興味を持つ
かというと、自分にないものを持っていたり、自分よりあること
について深く考えている人と出会った時ではないでしょうか。
　今回、経営計画を推進するにあたって、人材戦略の核として

「おもしろい人材」という言葉を定義付けしましたが、お客さま 
に限らずステークホルダーの皆さまから、南都銀行の人と付き 
合うとおもしろいと思ってもらえるような人材を育てること、 
そしてその人材が南都銀行に多く存在するようになれば、私たち
の価値は永続的に失われないだろうとの考えに基づいたもの
です。繰り返しになりますが、ステークホルダーからおもしろい
と思われるかどうかが鍵を握っている、これが今回の人材戦略
の要になる考え方です。

取締役副頭取執行役員（代表取締役）
石田 諭

南都銀行が目指す人材像
「おもしろい人材」 課題を見つけて批判だけで終わるのではなく、率先垂範して自ら解決する人材

基
本
行
動

「おもしろい人材」の創出プロセス

②課題に
気づく

④解決策を
考える

人間力
着想力
構想力

おもしろい
人材

⑤解決策を
実行

①目的を
持つ

①～⑤の基本行動を繰り返し、
課題の難易度を上げていく

真因に辿り着くまで
課題と原因の掘り下げを続ける

③真因を
考える
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2020年度の取組み/
問題意識の醸成と考課者訓練
＜問題意識をどれだけ持てるか＞
　まず計画初年度、一点目の取組みとしては、職員がどれだけ 
問題意識を持てるかです。まずは、自分の意見をきちんと持っ
ている、意見があるということは、必ず、何らかの問題意識を
持っているといえます。一方で、問題意識を持ち解決策を考え
続けることで、自分の意見が確立されていきます。そういう人
は、周囲から自分なりの意見を持つポリシーがある人だと認知
されるようにもなります。
　人間は、一人ひとりが個性を持っていますが、南都銀行では
自分なりの考え、ポリシーを持つ職員が集まっており、多様性
が高いと認知されるようになれば、おもしろい集団だと思って
いただけると考えています。
　一方、一つの組織の中では、皆が同質化する傾向にあり 
ます。それは、組織内で一定のルールによって評価されるため
です。この同質化が組織を弱めていくと私は考えています。
　それぞれがまったく異なる個性を持つ人間ですから、異なる 
考えを持って然るべきです。私自身も、すべてのステークホル 
ダーからおもしろいと思ってもらえることは、あり得ないと 
思います。
　様々な考え方を持った職員が何人もいることが、強い組織
に繋がると考えています。

＜適切な評価を目的に考課者訓練を実施＞
　二点目の取組みは「基本行動の実践に対する人事考課の 
あり方」あるいは「適切な評価を目的とした考課者訓練の実施」
です。人事評価はきわめて重要です。
　組織内で成長していく際に、他者から評価されなければ次の 
ステップに昇格はできません。先ほどの同質化という観点で 
言えば、正しくても一見異質に見える考え方を持つ職員は、 
一般的に評価されにくい傾向にあります。

　だとすれば、評価者側が、その異質な考え方が銀行の将来
に繋がるかどうかを見極め、正しく評価するということが大き
なポイントになります。
　例えば、30年前に必要とされている能力と、現在必要とさ
れている能力、あるいは10年後、20年後の将来に必要とされ 
ている能力はまったく違うはずです。人事評価において、その 
時々に必要とされる人の評価の軸を変えるべきだと考えて 
います。まずは、異質性をどう評価するか。将来、南都銀行の
未来につながるような異質性、そのような異質性をどのように
して受け入れて、それを評価し、伸ばせるかがとても重要です。
だからこそ考課者訓練を重視しているのです。

＜ディスカッションによる問題意識の醸成>
　三点目は、職員一人ひとりを知ることを目的とした「１対１
ディスカッション」、あるいは思考力の強化を目的とした「集合
ディスカッション」を進めます。
　ディスカッションによって問題意識を醸成する、あるいは 
自分の意見を持ってもらう、そしてそれをみんなに伝える、その
重要性を意識した活動です。中でも重要なのは、「何のために
今の業務に取組んでいるのか」という問いです。
　答えは「南都銀行を良くするためでしょう」です。南都銀行を
良くするためということだけでは、実は狭いのかもしれません。

「世の中を良くしたい」でもいいのです。
　しかし、それではまとまりがなくなりますから、まずは南都 
銀行を良くすることに帰着させます。
　セクショナリズムというものが、なぜ起きるかというと、従来
の組織は、各セクションの部分最適を目指してきました。銀行
全体を良くしようと思っていても、例えば部内の慣例、権限者 
の好き嫌い、自分の私利私欲などによって組織が運営されて 
しまいがちで、ここにセクショナリズムが生まれるのです。
　ここに陥らないために、「何のためにこの仕事をしているの
か」ということの「気づき」をディスカッションを通して持って 
もらいたいのです。

リスクと
機会

戦略と
資源配分

ガバナンス
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　また、キャリアについても全員が全員、同じようなキャリア
パスをたどるわけではありません。銀行全体を俯瞰して、視野
を広げ、視座を高めるという観点では、銀行業は預貸以外に
も、様々な仕事があるわけです。経営を将来的に見通していく 
というキャリアパスを作るとしたら、それは様々な業務を経験
してもらう必要があります。ただし、単なるジェネラリストを 
育成しても意味はなく、営業は不得意だが企画なら一番、という
ようにそれぞれが自分の得意分野を絶対に持たなければなり
ません。
　南都銀行のキャリアパスは、職員の特性に合わせて「自分は 
これに自信がある」という人材を育てていきたいと考えています。
　すでに、昨年からこれらを視野に入れた人事異動を進めて 
います。例えば、本部の企画を担うある部署については、ほぼ 
企画の初心者を集めました。ここで企画を学び、また現場に戻っ
た時は違う景色が見えるはずです。それは南都銀行全体の 
企業価値拡大にも繋がります。同質性の中で、少しずつ多様化
が始まると、組織間ではお互いの気持ちが理解できるように 
なります。
　例えば、審査部と営業現場が手と手を取り合ったら、ガバナ
ンスが機能しません。必ず組織内には利益相反が起きていま
す。ただし、相手が何を考えているか、何を目的に、何のために
やっているのかということの理解が生まれれば、組織がうまく
動き出すのではないでしょうか。

長期的なゴール／
異質な発想を持つ人材が未来を支える
＜経営人材創出数350人＞
　はじめに、経営人材とは、南都銀行の経営者に限定していな
いことが大前提だとご理解いただきたい。経営人材とは、客観
的に様々なステークホルダーから認められる人材です。サラ
リーマンの世界であれば、人事評価を受け、お客さまをはじめ
外部からの評価も受けて地位が上がります。すなわち、経営 
人材は自分の意志を持ち、ステークホルダーにその意志が 
評価されたからこそ、その地位にいるのではないでしょうか。
　それは、先に述べた「おもしろい人材」とまったく同じことで
す。そして、それが行内で350人に達し、そうした人材が常に
プールされている会社になることを、10年後のゴールと定め
ています。

中期的な取組み/
早期に経営視点を持つ人材を育成
＜活力創造に関わる資格保有者数1,000人＞
　5年目の中間目標として、「活力創造に関わる資格保有者数
1,000人」という形で具体的な数字を示しました。資格は南都
銀行独自のものではなく、多くは公的な資格になります。
　公的資格の取得は、突き詰めると「南都銀行」という看板が 
なくても世の中から評価される人材になることを目的としてい
ます。「おもしろい人材」を創出するためには、資格取得を目指
して勉強し、合格したという客観的な外部評価も必要です。「頭
でっかちをつくるだけ」と批判する意見もありますが、個人の
価値を上げることにも繋がるため、資格取得は意義のあること
だと考えています。

＜経営人材候補の育成/役職者・役員への登用を漸次早期化＞
　同じく中間目標として、「経営人材候補の育成」「役職者・ 
役員への登用を漸次早期化」を考えています。南都銀行を持続
的に成長させていくための人材をどうしていくのかを想定した
目標ですが、プランなどは、現在策定中です。
　次長が支店長になり、支店長が部長になるという、今までの
組織上の仕組みで役員になるとすれば、それは本当に役員な
のだろうかという問題意識を持っています。役員とは何をすべ
きか、役員はどういう資質を持つべきかということを、改めて 
考えなければなりません。視野を広げ、視座を高め、戦略を 
考えるということは、一朝一夕ではできません。そのためにも、
早期育成に取組んでいこうと思います。
　もちろん、候補者を選定しなければなりませんが、従来の 
同質性の高い評価の中で選ぶということであれば、候補者が
限定されてしまう可能性があります。私たちとしては、職員全員
に門戸が開かれていると伝えたい。少し感情的な言葉になりま
すが、やる気があり、この銀行を変えたいと思い、それに対し
てプランを考え実行してくれる人であれば大歓迎です。もちろ
ん、これまで高い評価を得ている人が中心になるかもしれませ
んが、今、選ばれなければチャンスがなくなるというようなこと
は、決してありません。

＜配置・異動等を通じた人材育成と組織改革＞
　「おもしろい人材」発掘でモチベーションを高めていくため
に、人事総務部に「おもしろい人材開発室」を設置し、そのメン 
バーが基本的には職員全員に会い、様々なディスカッションを
進めていく計画です。職員自身の価値を高めることこそが、 
自身の将来を広げることになるという意識付けをし、「おもしろい
人材になっていこう」という活動を広げていきます。

実行する力
人材戦略
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＜変わるモデルとおもしろい発想＞
　現在、銀行のビジネスモデル自体のあり方が問われていま
す。従来の銀行業として取組んできたことが、収益を生まな
くなっていることは事実です。銀行業もこれまで培ったレガ
シーを利用しつつ、次なる収益源を求めていかなければいけ
ません。
　そこに必要なのは、おもしろい発想ができる人材です。さら
に言えば、異質な発想をする人材がプールされていなければ、
10年後、20年後の南都銀行グループの将来はない、それだけ 
の意識改革が必要だと確信しています。世の中で改革を起こし
ている人たちは、見方によってはその異質性によって変わって 
いるともいわれることがあります。異質なことを考える人が 
いて、その異質な考えを受け入れる組織ができれば改革は 
進みます。
　一方で、お客さまから見れば、銀行は安心・安全でなくては
なりません。もちろん、南都銀行もそれを堅持していきます
が、今後、将来にわたってお客さま自身の銀行に求める安心・
安全の定義が変わっていくと考えています。安心・安全が銀行
の付加価値ではない時代が来るかもしれません。将来にわたっ
てお客さまの真のニーズを、把握し続けられる人材が必要な
のです。
　お客さまのニーズは大きく変化しています。現状、40歳と 
70歳のお客さまが求めているものはまったく違いますし、10代、
20代の人は30年たつと、それぞれ40代、50代になります。
　その時々に応じて、お客さまが銀行に何を求めているのか
を考えなければなりません。銀行の付加価値や、お客さまが
銀行となぜ取引をするのか、その動機もこれから大きく変わっ
ていく可能性があり、その価値を考えられる人材が必要です。

＜組織の効率的な運営とコミュニケーション＞
　今後は、私たちの業務はコンサルティングなどの事業形態
が主力になっていくかもしれません。そうした時、組織としては 
どうあるべきかという問題が出てきます。従来の本部、支店と 
いう営業形態ではなく、プロジェクト単位のほうが効果的、 
効率的だという考え方もあります。新たに育成した人たちの 
能力を遺憾なく発揮できる組織は、その時々の状況で変わっ
ていきます。
　また、これまで述べてきた戦略、考え方について、経営陣と
職員の間には意識の差があるかもしれません。このギャップ
を埋める役割を「おもしろい人材開発室」に担ってもらおうと 
考えています。私自身も本部で自分が管轄している部署があ
りますが、そのスタッフとの対話をとても重視しており、対話に
時間をかけようと常に意識しています。
　コミュニケーションを深めることが、施策や戦略に対する 
意識のベクトルを合わせるうえで、最も重要だと考えるからで
す。一方、改革を推進する際には、トップダウンもきわめて重
要です。様々な形でのコミュニケーションを大切にしながら、 
南都銀行グループ全体で10年後の目指す姿を実現する決意
です。

リスクと
機会

戦略と
資源配分

ガバナンス

25南都銀行 統合報告書「なんとレポート」 2020 南都銀行 統合報告書「なんとレポート」 2020



実行する力

「ゴールを目指す」南都銀行グループの多様な人材 + 数字で知る南都銀行

南都銀行が、
もっと大きな未来へ前進するために
南都銀行は未来に向かって、グループ一体となり大きな目標に挑戦します。
なんとミッションを実現するために、私たち一人ひとりがお客さまに必要とされる「おもしろい人材」を目指します。
そして、地域の発展に努め、笑顔の数を増やしていきます。

創業※1

141周年

職員数

2,482人

平均年齢

39歳6月

設立

86周年

奈良の人に大切に
されるような存在
を目指す

「奈良のええもん」
を世界に
発信したい！

「地域No.1の
コンサルタント」
になりたい

子どもの成長
を通じて、
地域の発展に
貢献したい

伝統工芸品、
伝統行事を
世界へ発信したい

持続可能な
成長に向けた
意思決定の
お手伝い

『遊びに
行きたい奈良』
にしたい

最強の
メンターになる！！ 社寺を囲む

地域を活性化

帰って来たくなる
ベッドタウンで
あり続けたい

仕事で培ったものを
地域に返して
いきたい

ぷらちなくるみん
取得

※1 �第六十八国立銀行の
開業から
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（2020年3月31日現在）

平均勤続年数

17年1月

課長級以上の
役席者に占める

女性の割合

14%
拠点数

（2020年6月1日時点）

108拠点

職員数のうち
30歳未満が
占める割合

25% 「若い人」が集まる
街づくりをしたい

幸福度No.1県
を目指して
“お客さまに
こだわる”

地域に笑顔を
もたらす
「町おこし銀行」
設立

南都を面白い人と
出会えるような
場所にする

産官学一体で
「観光」を柱とした
地域の発展を
行いたい

家族のように
気軽に相談
していただける
人になる

顧客のニーズの
奥に秘めた
想いを実現する

「南都さん」ではなく、
「加藤さん」と
呼んでもらいたい

「地域を笑顔」
にする

今までの殻を
打ち破り、
魅力全国No.1の
奈良県を作る

健康経営
優良法人2020

取得

戦略と
資源配分

見通し

【行是】
●南都銀行の従業員ひとりひとりが頭取である。
南都銀行は、頭取も従業員も、みんながひとり残らず寄りあってつくる南都銀行という伝統の人文字でできあがっている。ひとりひとりの言動がそのまま南都
銀行のイメージとなり評価となる。全員がそれぞれ銀行を代表するという自覚と誇りを持たねばならない。
●従業員すべてがお得意先のアドバイザーになれ。
南都銀行は地域金融機関として、社会的使命を担って活動している。地域発展のため、従業員すべてが親切かつ厳正な助言者として、お得意先のよきアドバ
イザーとならねばならない。そのためにはお客さまから信頼され、相談されるよう、自己研鑽に励まねばならない。

男性のファミリー
サポート休暇

取得率※２

100%
※�２ �男性の育児参加を促

進するための制度

実績
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支える力
リスクマネジメント

■南都銀行のリスク管理体制
　近年、金融機関を取り巻く経営環境は 
大きく変化し、直面するリスクも一層多様化、
複雑化しています。
　こうした環境のもと、南都銀行は、経営の
健全性・適切性を維持し、お客さまに安心し
てお取引いただくため、リスク管理の高度
化に取組んでいます。
■統合的リスク管理態勢
　南都銀行では、銀行業務を遂行するうえ
で直面するさまざまリスク毎に主管部署を
定めるとともに、南都銀行が保有するリスク
を統合的に管理する部署としてリスク統括
部を設置し、リスクの所在や大きさを的確
に把握し、迅速に対応しています。

　各リスクを統一的な尺度で計量化し、 
経営体力に照らしてリスク量を自己資本の
額の適正な水準にコントロールするという

「統合リスク管理」の考えのもと、半期毎に 
自己資本の範囲内でリスクの種類毎のリス
ク資本（自己資本配分額）を決定し、リスク 
資本の範囲内に、各リスク量（ＶａＲなど）が
収まるようコントロールしています。
　各リスクの状況については、毎月開催
するＡＬＭ委員会にて評価し、適切なコント
ロールを行う態勢を確立しており、経営の
健全性確保と収益性の向上、資本の有効 
活用の観点から、より効率的・効果的な 
リスク・リターン運営をめざしています。

守りと攻め、双方のガバナンスを強化し、コロナ禍への
対応・サポートを進め、地域社会とお客さまを支えます

守りのガバナンスについて
＜新型コロナウィルス感染症がもたらした影響と現在の対応＞
お客さまと役職員の健康と安全が最優先
　私たち金融機関は、社会機能の維持に不可欠なインフラとして 
必要な金融サービスの提供を継続する役割を担っています。この 
役割を全うするため、今般の新型コロナウィルス感染症の感染拡大
により緊急事態宣言が全国で発令される状況においても、「お客さま 
と役職員の健康と安全が最優先である」という考えのもと、様々な 
感染拡大防止策を実施しながら、金融サービスの提供を続けてまい
りました。また、通勤時や職場での感染リスクを低減するため、「隔日 
出勤制」や「時差出勤制」を導入するとともに、お客さまからの各種
ご相談やご要望に対しては、タブレット端末と携帯電話を活用した 

「テレワーク」も実施しました。
地域経済を支える
　今般のコロナ禍により、南都銀行の事業基盤である奈良県でも、
観光業をはじめ製造業、小売業など幅広い業種で売上の減少等の 
影響が出ています。また、個人のお客さまでも収入の減少等により、
生活の変化を余儀なくされた方が多くいらっしゃいます。
　この状況において、南都銀行は、経済的な影響を受けられたお客
さまに迅速かつ丁寧な対応をするため、特別相談窓口や電話相談 
窓口を設置し、休日も含めご返済や資金繰りのご相談を受付けると
ともに、「新型コロナウィルス対応緊急資金」等の融資制度を活用し、
お客さまの資金繰りのサポートを実施しています。
コロナと共に生きる
　景気への影響は今後も継続すると想定される中、南都銀行は「ウィ
ズコロナ」のビジネスモデルを模索していくことが重要であると認識
しています。

　南都銀行では、新型コロナウィルス感染症の拡大により、一時的に
売上げ減少等の影響を受けたお客さまについては、以前の売上げや 
コロナ禍後の事業計画も十分ヒアリング・検証したうえで、自己査定 
を実施し、形式的に債務者区分をランクダウンさせないルールを 
策定しました。
　こうした施策により、お客さまへの円滑な金融支援を継続すると 
ともに、南都銀行の財務健全性の維持も図っていきます。景気後退
に備え、2019年度、2020年度の２年間で85億円の予防的な与信 
関連費用を見込むほか、市場部門も安定した収益を計上していくた
め、「機動性を高めた運用スタイルへの変更」、「資産の流動性を高め
たポートフォリオの再構築」を進めています。
　営業面においては、フェイス・トゥ・フェイスでお客さまとじっくり
対話し、経営課題をともに解決していく業務については、今後も十分
感染拡大予防策を講じた上で継続していきます。
　一方、デジタルトランスフォーメーションを推進し、営業店窓口で
お客さまが書類記入など煩雑な手続きをすることなく、効率的に 
お取引いただける「クイックカウンター」や「受付ナビゲーション」を 
導入し、処理時間の短縮化を進め、営業店の混雑緩和、「三密」の 
解消を進めていく計画です。
　さらに、地元奈良県で言えば、今後30年以内に７～８割の確率で
発生すると言われている南海トラフ地震のほか、気候変動に伴い
年々脅威が増している台風・集中豪雨による土砂災害・水害等の 
自然災害に対しては、危機管理計画書やマニュアルを継続的に 
見直しすることで、より堅確なBCP（業務継続態勢）の整備に取組ん
でまいります。

ガバナンス強化によるリスクマネジメント体制の構築を図り、
「なんとミッション」である「地域の発展」および「収益性の向上」の実現を目指します。

信用リスク管理

市場リスク管理

オペレーショナル
リスク管理

流動性リスク管理

統合的リスク管理態勢

●事務リスク管理
（正確な事務の徹底）

●システムリスク管理
（システム障害への対応・不正使用の防止）

●法務リスク管理
（法令等遵守状況への対応）

●人的リスク管理
（人事労務上の問題等への対応）

●有形資産リスク管理
（有形資産の毀損への対応）

●風評リスク管理
（市場や顧客の間における事実と異なる風評への対応）
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　また、万一の災害発生時等でも業務が 
継続できるよう設備の充実を図るなど、社会
機能維持者としてお客さまへのサービスを
継続して提供できるような対策を講じると 
ともに、毎年実施する危機管理訓練等を 
通じて危機管理態勢の実効性確保と継続的
な改善に努めていきます。

■内部監査態勢
　リスク管理の充実・強化には、リスク毎に 
業務運営部門である各部室店等とリスク 
管理部門が相互に牽制しながら、自律的に
改善に向けたＰＤＣＡサイクルを有効に機能
させていく必要があります。
　内部監査部門である監査部では、各業務
におけるリスク発生状況を把握したうえで、
こうしたＰＤＣＡサイクル機能の発揮状況を 
検証し、必要に応じて改善勧告等を行う 
ことでリスク管理の充実・強化を促し、経営
の健全性と業務の適切性の確保に努めて
います。

■危機管理態勢
　新型コロナウィルス感染症拡大に伴う 
リスクをはじめ、大規模地震等の自然災害、
システム障害など業務上抱える危機の発生・ 
顕在化などに適切に対処するため、南都 
銀行では「危機管理計画書」および危機の 
種類ごとに「危機管理計画対応マニュアル」
を制定し、危機発生時には、危機レベルに 
応じて「緊急対策会議」「対策本部」等が情報
収集にあたり、一元的に指導命令を行うこと
で業務への影響を最小限にとどめる態勢と
しています。

取締役専務執行役員（代表取締役）
西川 惠造 （リスク統括部門担当）

攻めのガバナンスについて
目指す姿
　南都銀行は、従来から信用格付制度や自己査定制度の継続的な
整備を通じて、信用リスク管理態勢を強化し、健全かつ適切な与信
ポートフォリオの構築に努めてきました。経営計画においては、「なん
とミッション」である「地域の発展」や「収益性の向上」の実現を目指す
中、信用リスクをはじめとする統合リスク管理態勢の一層の高度化
を図り、適切なリスクテイクを通じて収益力を向上させることにより、
質・量ともに十分な自己資本を維持していきます。また、地域におけ
る金融仲介機能の一段の強化を図り、地域社会との共存共栄を目的
に、自己資本比率の算定手法について基礎的内部格付手法（FIRB）
への移行を進めています。
経営によるガバナンスの強化
　FIRB制度の堅確な運用を担保する観点から、経営陣の監督下に 
ある3つのディフェンスライン（１線：営業店・審査部、２線：リスク統括部、
3線：監査部）が互いに牽制することにより、自律的に改善を続ける 
態勢を構築し、安定した収益と将来にわたる健全性を確保するため、
経営陣主導による組織的な討議を繰り返し、信用リスク管理態勢の
一層の強化に取組みます。
　このFIRBを通じて、従来以上にリスク/リターンを重視した経営管
理を実現することにより、地域の発展を金融仲介機能の面から十分
に支え得る、余裕ある自己資本比率に裏付けされた貸出余力の確保 
を目指していきます。また、経営計画で目指すゴール実現のための
アクションプラン「なんとメソッド」として取組む深耕戦略や高度化 
戦略において重要なプロセスとなる「お客さまを知る」ことは、FIRB
で取り組むべき「実態把握の充実」と完全に整合的な施策であると 
認識しています。

コンプライアンス・リスクへの取組み
　これまでのコンプライアンス体制は、「経営の最重要課題」である
としながらも、形式的な法令違反のチェック、発生した個別問題に 
対する事後的な対応、経営課題とは切り離された管理部門中心の 
部分的な対応に留まっていました。
　目指すべき内部管理体制は、どのようなコンプライアンスリスクが 
生じるかを検討しつつ、ビジネスモデルや経営戦略を策定し、その 
内容が役職員全員に浸透しているかを検証することです。

ガバナンスリスクと
機会
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支える力
コーポレートガバナンス

南都ブランド
見えないけど、とても大切な財産
私たち一人ひとりが社会から見て正しい行動をとること。
自分たちが何を考え、どのように行動したかをあきらかにすること。
その積み重ねが企業の信頼をつくります。私たちは、日々の行動や決断の中から「信頼」を築いていきます。

基本的な考え方
南都銀行は、
「地域を発展させる」
「活力創造人材を生み出す」
「収益性を向上させる」

との「なんとミッション」のもと、2030年に「活力創造No.1 
グループになる」を目指すゴールとして、地域・お客さまの活力
創造を実現してまいります。
　「なんとミッション」を遂行し、目指すゴールを実現するため
に、経営の透明性・公正性をより一層高め、ステークホルダー
からの声や経営環境変化に柔軟に対応して適時・迅速に軌道 
修正を行うことのできるガバナンス態勢の構築に取組んで 
まいります。経営理念のもと、創立90周年（2024年）までの
10年間の経営ビジョンを「活力創造銀行」として南都銀行及び
営業地域の活力を創造する銀行を目指しています。

コーポレートガバナンス強化にむけた取組み
　「なんとミッション」で目指すゴールを達成し、地域の発展に
欠かせない存在になるため、どうしたらステークホルダーに 
対して提供する価値の最大化が図れるか、常に最善を追求する
ことこそがガバナンスの根幹だと考えています。

　長く安定した経営を続けることで積み上げた地元での信頼
に裏付けられた地域の金融インフラとしての役割を維持しつ
つ、とりまく外部環境の変化に対応して、銀行の枠にとらわれ
ない新しい収益の柱の確立を目指すという難しい課題を抱え
る中、これまでとは異なる多様な視点で戦略とその実行方法
を考えなければなりません。
　昨年の石田副頭取の招聘は、そのための大きな変革でし
たが、今年の取締役改選では、社外取締役として非金融事業 
会社の経営経験者(松坂氏)、金融行政・国際情勢の識者 
(青木氏)を登用、地元経済界の代表者(北村氏)を再任しまし
た。これにより、南都銀行が目指す方向性にマッチした多様な
顔ぶれとなったと考えています。今後は、社外取締役を主要 
構成員とする任意の指名・報酬委員会の設置を検討するなど、
取締役会の運用方法を見直していきます。
　また、南都銀行は、監査役会設置会社であり、監査役会の 
活動がガバナンス強化において重要です。監査役会では、会計
監査人及び内部監査部門と三様監査の深化に取り組むなど、
連携の強化を図っています。
　女性役員の登用、サクセッションプランの構築など、まだ 
まだ課題もありますが、取締役会での議論をより高い目線に誘導
し活性化させることで、ガバナンスの強化を図っていきます。

■コーポレートガバナンス体制図
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地域課題の解決に向けた
南都銀行の取組みについて

Message

社外取締役
北村 又左衞門

監査役（常勤）
箕輪 尚起

監査役（常勤）
半田 隆雄

コロナ禍における地域金融機関の役割について
　新型コロナウィルス感染症の流行により全国に非常事態宣言
が発令され、経済活動が大きく制約された結果、企業の業績が 
急激に不安定になり、奈良県をはじめとした南都銀行の営業地域
のお客さまにも大きな影響がでています。特に中小企業が苦戦す
る中、南都銀行もしっかり支援し、しかもすばやく動いたことは高く
評価していいと思います。ただし、感染拡大の第2波、第3波の可能
性が警戒されるなど、先行きは決して楽観視できる状況ではなく、
ニューノーマルな地域の在り方を考え、新たな仕組みを作り上げ
ていかなければなりません。そのためにも、南都銀行は地方銀行と
して金融面でのサポートをしっかり行うのはもちろん、それに留ま
らず地域の一事業者として地域のやる気を醸成し、賑わいのある
まちづくり・事業創出を主導していく役割があると考えています。
　また、私は、代々、林業を営んでいますが、SDGsの目標の1つ
でもある、豊かな自然を守ることと、事業の成長を両立させていく 
ような取組みにも期待しています。その意味では、４月からの経営
計画において、一事業者が地域の発展にコミットすることに素直に
驚きを感じましたが、南都銀行の覚悟を強く感じており、ぜひとも
達成に繋げたいと考えています。

南都銀行の変化について
　私は2016年から社外取締役に就任しましたが、年を追うごとに 
南都銀行の変化を強く感じています。店舗再編の決断やコンサル 
ティング重視の営業体制など、変革に積極的に向き合っていま
す。取締役会についても実効性を高めるために、2017年度からは 
実効性評価に関わるアンケートが開始されました。これにより、 
取締役会自体の実効性がモニタリングされ、翌年度の取締役会に

　監査役会設置会社である南都銀行にとって、取締役会の意思 
決定プロセスの公正性・透明性を担保するため、監査役会の強化
はガバナンスにおける重要な課題と認識しています。現在は、常勤 
監査役2名とメガバンク出身者および事業会社の経営者の社外監
査役2名という体制です。我々、常勤監査役としては、銀行業務に
精通した立場で、南都銀行およびグループ会社の取締役会だけで
なく、重要な会議体である経営会議、ALM委員会、コンプライアンス
委員会などにも出席し、業務の執行状況を把握するとともに、意見 
を述べ、そこで得られた情報については他の監査役、特に社外 
監査役と共有するように努めています。
　監査役会では、いわゆる三様監査の観点から、会計監査人や 
内部監査部門に求められる役割の違いを踏まえながら、緊密な連
携を図り、効率的で実効性のある監査を実施しています。三様監査 
会議は、年間２回開催していますが、会計監査人から多くの示唆を
得ることができ、監査役監査の実効性を高めるのに非常に有効です。

　また、相互認識と課題を共有するため、代表取締役（3名）との 
意見交換会を年2回開催しています。
　今後は、現在の経営計画に基づくアクションプランについて、 
監査役会という立場から各施策の取組み状況を検証していく予定
です。2020年度から導入されるKAMについても会計監査人との
議論を進めており、対応方針を整理していきます。

活かすようになってきたこともよい変化だと感じています。私自身
も取締役会の実効性評価の結果も踏まえ、改善すべき点は客観的
な視点で指摘しています。
　取締役会については、重要な経営戦略または営業戦略に関する 
議案が適切な時期に付議されており、執行側から戦略の目的が 
明確に示されたうえで、その審議に必要十分と考えられる様々な
情報（金融情報・マーケット状況および内外の金融環境に関しての
情報等）の精度が徐々に高くなってきたとも認識しています。

南都銀行のガバナンス体制の今後について
　業種業界を問わず、顧客ニーズの多様化は進んでおり、事業者 
が高いコンプライアンスマインドを持ち、誠実に対応していくこと 
で、質の高い社会が形成されていきます。南都銀行は地域の 
リーディングカンパニーとして、コンプライアンスの遵守、ガバナンス 
の強化に取組み、お客さまの模範とならなければなりません。 
現在、南都銀行では、任意の指名委員会・報酬委員会など、独立し
た委員会の設置が検討されていますが、私も社外取締役としての
立場で、いかに実効性をもって運用できるかを考え、ガバナンス強
化に積極的に貢献していく考えです。さらに、4月から始まった経営
計画については、アクションプランの実行状況をモニタリングしつ
つ、中長期的な観点から客観的かつ多角的な検討・議論がなされ
る必要があると考えています。

ガバナンス

監査役会の機能強化について
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支える力
役員紹介

コーポレートガバナンス

取締役頭取
（代表取締役）

橋本 隆史
所有株式数　5,703株

取締役
常務執行役員

中室 和臣
所有株式数　3,424株

取締役 北村 又左衞門
所有株式数　4,702株
（重要な兼職の状況）
北村林業株式会社代表取締役社長

取締役
副頭取執行役員

（代表取締役）

石田 諭

所有株式数　602株

取締役
常務執行役員

横谷 和也
所有株式数　2,705株

取締役 松坂 英孝
所有株式数　0株
（重要な兼職の状況）
株式会社オージーキャピタル取締役会長
大阪瓦斯株式会社顧問

取締役
専務執行役員

（代表取締役）

西川 惠造

所有株式数　4,710株

取締役
常務執行役員
営業推進本部長

和田 悟

所有株式数　4,005株

取締役 青木 周平
所有株式数　0株
（重要な兼職の状況）
株式会社日立製作所エグゼクティブストラテジスト
嘱託

取締役

9 5 8 3 7 1

1 2 3
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ガバナンス

10 監査役（常勤） 箕輪 尚起
所有株式数　11,188株

11 監査役（常勤） 半田 隆雄
所有株式数　5,055株

12 監査役 倉橋 孝壽
所有株式数　461株
（重要な兼職の状況）
近鉄グループホールディングス株式会社取締役
近鉄不動産株式会社代表取締役社長

監査役 三石 基
所有株式数　0株
（重要な兼職の状況）
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
代表取締役副社長

(注)	�取締役 北村又左衞門、松坂英孝及び青木周平は会社法第２条１５号に定める社外取締役であり、監査役 倉橋孝壽及び三石基は会社法第２条１６号に
定める社外監査役であります。

	� なお、社外取締役及び社外監査役全員は、南都銀行が定める「独立性判断基準」を満たしており、株式会社東京証券取引所に独立役員として届出して
おります。

監査役

2 10 4 1312611

（２０２０年６月２６日現在）
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企業情報
会社情報（2020年3月31日現在）

名称：	 株式会社 南都銀行
	 The Nanto Bank, Ltd.
創立：	 1934年６月１日
本店所在地：	 奈良市橋本町16番地
資本金：	 379億2,415万円
総資産額：	 ５兆6,538億円
預金残高：	 5兆421億円
貸出金残高：	 ３兆4,771億円
拠点数：	 ⃝ 国内／140(奈良県下 92（インターネット支店含）、その他 48）
	 ⃝ 海外／2　香港駐在員事務所/上海駐在員事務所
職員数：	 2,482人
自己資本比率：	9.06％（単体）
	 9.39％（連結）
URL：	 https://www.nantobank.co.jp/

■ 連結子会社の事業の概要

■ 会社概要

会社名 所在地 主要業務内容

南都マネジメントサービス株式会社
奈良県奈良市大宮町四丁目297番地の2 子会社の管理業務、営業用不動産の保有管理・賃貸業、業務受託事業、有料職業紹介業等を行っています。

南都ビジネスサービス株式会社
奈良県奈良市南京終町一丁目93番地の2

南都銀行の現金自動預入支払機の集中監視などを通じて、顧客サービスの向上を支援しています。また、現金の精査・整理
や、ダイレクトメールの発送などの定型的な業務を集中・専業化し、南都銀行の事務の効率化を支援しています。

南都信用保証株式会社
奈良県奈良市大宮町四丁目297番地の2

南都銀行でご利用いただく住宅ローンをはじめとする各種消費者ローン等の保証業務を行い、お客さまのローンのご利用
をバックアップしています。

南都リース株式会社
奈良県奈良市大森町52番地の1

お客さまの多様なニーズにお応えするため、OA機器から産業用大型設備・自動車など、動産の導入をサポートし、地元産業
の発展に貢献できるよう努めています。

南都コンピュータサービス株式会社
奈良県奈良市南京終町一丁目93番地の2

お客さまの事務合理化・IT化をバックアップするためコンピュータシステムの開発・販売、コンピュータの導入・利用に関す
るコンサルティング、各種計算事務の受託等を行っています。

南都投資顧問株式会社
奈良県奈良市大宮町四丁目297番地の2

幅広い情報収集力と専門的な知識を持ったスタッフを擁し、有価証券の運用に関してお客さまのニーズに合わせた効率的
な資金運用を行っています。

南都ディーシーカード株式会社
奈良県生駒市東生駒一丁目61番地7

お客さまの多様なニーズにお応えするため、DCグループの一員として、クレジットカード業務を行っています。また、南都銀
行がご融資させていただきます消費者ローン（カードローン）の保証業務を行っています。

南都カードサービス株式会社
奈良県生駒市東生駒一丁目61番地7

お客さまの多様なニーズにお応えするため、VJAグループの一員として、〈ナント〉Cotocaを中心に、クレジットカード業務
を行っています。また、南都銀行がご融資させていただきます消費者ローンの保証業務を行っています。

南都コンサルティング株式会社
奈良県奈良市橋本町16番地 会社経営に関する各種ご相談に対し、コンサルティング業務・ビジネスマッチング業務等を通じて、解決策をご提案します。

なんぎん代理店株式会社
奈良県奈良市南京終町一丁目93番地の2

南都銀行の支店・出張所に次ぐ第３の有人店舗として「代理店」を運営し、地域のお客さまに対し金融サービスの提供に努め
ています。※

なんとチャレンジド株式会社
奈良県奈良市南京終町一丁目93番地の2

積極的な障がい者雇用に取組み、特例子会社の認定を取得し用度品管理発送業務などの定型的な業務を集中・専業化し当
行事務の効率化を支援しています。

南都まほろば証券株式会社
奈良県奈良市西大寺東町二丁目1番56号

長い歴史の中で培った証券会社としてのノウハウと、地域におけるグループの経営基盤を最大限に活用し、質の高い証券
サービスを提供することで、お客さまの資産形成への貢献に取組んでいます。

※店舗ネットワークの再編に伴い、本年４月に城戸代理店は南都銀行の出張所に変更のうえ、「共同店舗」として営業しており、現在同社が運営する代理店はありません。
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発行済株式の総数：	 33,025千株
株主数：	 14,870名

■ 株式の状況

■ 大株主（上位10名）

■ 株価推移

■ 所有者別株式分布状況

金融機関※1

37.92%
12,524千株

政府及び地方公共団体
0.03%
10千株

外国人
13.39%
4,420千株

個人・その他※2

28.60%
9,446千株

その他の国内法人
18.91%
6,244千株

金融商品取引業者
1.15%
378千株

※1 銀行、信託、生保、損保、その他計　※2 自己株式418千株を含む

名称
所有
持株数

（千株）※3

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（%）※4

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,002 6.14

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,475 4.52

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 1,115 3.42

日本生命保険相互会社 1,053 3.22

明治安田生命保険相互会社 1,043 3.19

南都銀行従業員持株会 842 2.58

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 666 2.04

住友生命保険相互会社 662 2.03

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 508 1.55

JP MORGAN CHASE BANK 385151 502 1.54

注）	※3 所有株式数等は、千株未満を切り捨てて表示しております。
	 ※4 �所有株式数の割合は自己株式(418千株)を控除して算出し、小数点第3位以下を切り捨てて 

表示しております。
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4,000

6,000

2010/4 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

（円）

組織概要と
外部環境

■ 株主総利回り（TSR）

■ 1株当たり配当額／配当性向

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

南都銀行 75.0 101.0 73.8 56.6 62.3

TOPIX
（配当込み） 89.1 102.2 118.5 112.5 101.8

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3
1株当たり
配当金※5（円） 70.00 70.00 70.00 80.00※6 80.00

配当性向（%） 16.04 15.50 17.18 23.40 78.47

注）	※5 �2016年10月1日付で１０株を1株に株式併合しています。2016年3月 
期及び2017年3月期の1株当たり配当金は2016年3月期の期首に 
当該株式併合が行われたと仮定して算定しています。

	 ※6 �2019年3月期の1株当たり配当金80.00円のうち10.00円は創業140
周年記念配当です。

実績
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南都銀行は「木づかい運動」を応援しています。

発行 ： 2020年7月
株式会社 南都銀行   経営企画部
〒630-8677 奈良市橋本町16番地  TEL 0742-27-1599
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